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本 誌の 主張

1. 教育の基調は健康にある

2. 栄養に関する正しい知識を普及する

3. 食生活の改善により国民体位の向上を

はかる

沿むi中のハウ博士

＊ 特 集 東洋民族 の 栄養問題

第 15回日本医学会総会を顧みて•…… •…………………·2
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グ 第15回日本医学会総会を顧みて

医'/:1'1f一I: 原 実
（炭1、i:_:大学：教授）`

世はまさに栄養剤ハンラン時代

売らんかなの p.R過剰症の中に立 って

学者の言に耳を傾けてみよう

この度のt(H5回1:1本医学会総会では， 学術集会とし

て87題の主題の下にそれぞれ シンポジ ウムの形式で

叩"J(I勺討ふが行われ，有邸義1=1.つ記念すべき行事であ

った。

吾々栄投関係方面においては栄脊，食柑学会が第14

分科会として参加しているので， こL:4i12として 『アジ

ア地域諸国の栄於nnw』がこの総会nfーの,,耕祭シンポ
ジウムとして開催され，最も国際的盟かな学術掛会で

あった。

参加国も フィリッピン， イン ドネ シア，タイ， イン

ドの外アメリカからの学者逹も予定されていたが，学

会川］近にな って，タイとインドから出/,'i'i出来ぬ旨通告

があり残念であ ったが止むを得ない事である。イ）fしア

メリカから予定 していたハウ栂士の外にピタミン B。
の発見者として有名なギオルギー博士が急に出席され

ることにな って関係者を喜ばせた次第である。

総会第 1I―I C 4月1日）の＇「後 1II寺から 4時まで）光

経会館Iii/際ホールでこの シンポジ ウムが開催されたが，

まず講祇が始まり次いで討論に移った。

第一にフ ィリッヒンの栄脊

研究所の所長コンラッズ ・パ

スクァル閲士の次の ような内

容の講演が始まる。

毎年多数の者について栄1冷

調査が行われているが， ピタ

ミン B,やカルシウムの不足

しているとこ ろへA・B2・

C欠乏の徴候が兄られる者が ベスク ァル博士

多い。蛍白質が欠乏していることは色々の面で1リJfi(i'に

認められている。解決の問埴として色々の食品殊に魚

粉やココナ ッツミ ルクの蛍白質の利川な ど考廊されて

いる。］食の米の弥化も大切であるが， もっと根本的

11¥J題は栄食教付の将及であろうと。

次飯者はイ ンドネシアの栄於研究所長のプルポ ・セ

ダルモI専士。

牛乳不足の国で離乳後の

幼児の栄裕が良くないイン

ドネシアで考廊されたのが

大豆から加工されたミルク

パウダー （サリデール） で

蛍白 30%,)]行)]jj20 %を

合んでいる。

狽白不足による小児の発

育1硲＇，りやピタミン欠乏によ ・ヒ ダ ルモ 1戌士

る諸柿疾患があるが， このような対策を色々考@:中で

ある。

第三にアメリカのハウ栂士の活がある（野叫ばふふ醤）

詞冊士は終戦後米軍の大佐として来日し， 主 として栄

脊方面の指祁監督に当っていた。当時のII本人の栄脊

状態の+良であ ったことに対する諸種の施策を促進さ

せたり注認を与えたりした人でいわば功労者である。

今LI米IIして当時と比べて格段の進歩を米たしている

のを兄て9登いている。

集団生活をする人々の栄於lltJ組についてどのような

4点に注認すべ きであるか，栄於改苦の方怯をどう指禅

すべ きかなどについて品している。
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第四にアメリカのギオル

ギー博士。¥,ij氏は栄脊学れ

であると ¥,ij時に小児科医で
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とくに必須アミノ酸， ピタ

ミン， ミネラル等の関係な

どについて話した。

次いでII本の古村教授の

1111I/演に移る。氏は京都）（：［立
ギオルギ ー博士

灰大の!f:.J'll(学の教授で長年に !(り如'1質の栄食にI>し1す

るliJf究 を続けている‘学者である。

鉗白質は栄投上最も大切な栄於索である。 しかも束

汗人は米を-1:食と し動物i'I:蛋1'1食品の棋り方が比恢的

少ないので， もう少し良質の動物蛋白をW1J111する必要

がある。 これを アミノ酸やフ ロテ ンス コアの観、,,'_;_から

解説する。

更に II本人の栄1:t=J!ir'Jt虻：の立場から蛋lこIJ!ir災：化につ

いて，:5糾/jした。

第六には人紺測u~。 ）'!生省公衆衛生},,)栄脊，果k。

J, 文近数年に且 って全川的の栄脊関在が行われ， ,,,,民

の栄於指数と しての身長休咽の仲長の利炭がJi文近著 し

く好転し，戦争による茄手が回復しそれ

以上の良い糸，り呆 を示 している。 これは食

料ntr・fが良くな ったことと，少しずつ栄

於知識の噛及しつつある点とを原因とし

て掲げている。今後は特に良質の蛍白に

留慈し，不足し勝ちのピタミンA,B" 

恥やカル シウムに叩点をおいて栄脊改

苫に努めたいと。

以上は極めて概災に過ぎないが，講演

多贔に食川したり，＇ 卜乳やその製品が多屈用いられる

状態と比較すれば栄社上著しい追いが見られる。即ち

蛍白質の必須アミノ酸凪の少ないこと，カルシウムや

ピタミンA,B2などが不足勝ちに陥り易いことなどが

特徴として認められる。そこで成長発育期に米食によ

りカロリー補給は出米るが， 必要な これ らの栄脊索を

充分摂れないア ジア諸国の幼小児の発育陪．＇内が多 かっ

たり，栄脊索不足殊に蛍I―,1不足による役 1(1L,抵抗力低下，

発台不令， iJ'j化1硲)iその他欠乏村・：が発現したりする。

対策としては必頒アミノ酸の多い動物蛍白質，殊に

トリ プトフ ァン， メチオニン， リジンを初めとしトレ

オニン， フェニールアラニンなどを食物から，楊合に

よっては怖化食品から棋ることも望ましい。 カルシウ

ムや鉄， ビタ ミンA, B,, B2, C な ども l•iJ様に必要で

ある。

学校給食，その他の集団給食においてもこれらの、＇！ 、し

に注認して栄脊を与えねばならない。

また各!iii悩みの種でもあるが，栄脊給食を1;i1.んでい

た経済的旗囚に対しては安価食,'山の利川や国家的補助

の1竹額などいろいろ考えられ，将米の健康な,,、I民を作

り上げるよう努）jされねばならない。

また食柑過剰 と似食とのため•部には栄於過剰址が

出視していることに対 してもn.邸が必没：
とされる。根本的な11¥J:姐としては勿論栄

於教育の神及も大切な4卜である。

古

総会は時l甘l不足で充分の討論が出米ず

残念であったが，不充分ながらも所期の

目的を逹し得たと息っている。

この総会は単に各国の栄裕状態＾序の恨

告をなしたにとどまらず，各国の栄裕学k 磋卜!i :l: 

は応これで終り，次いで司会の柳金太郎教授の下に

請論や質間がnわれた。
間凶を出米るだけ蛍白質，栄裕欠陥による朕恥，栄

脊対策の三Xji11に）Ci: 縮して行われるよう予め各人に通

侶 してあったので， 他へ飛趾したII¥]俎はなか ったし，

飛蹄する程の時間 もなか った。

要するに束洋の民族には竹•から米食が行われ， 息想

的にも宗教的にも動物を屠殺 して食用にするという習

慣が比較的少なく，僅かに魚や卵 を利用する利度であ

った。植物件食品としては骰白含蟄の多い大豆その他

の豆類があったが，欧米の如 く , , ·- JI沃など限肉や、1.: ~肉を

者が膝を交えて各種の間組について話し会う機会とも

なり，なお総会当II懇祝会を II本料卒でHilして，お互

に胸襟をIJ/1いて談笑 し大いに懇祝の火を挙げたことと

信じている次第である。

お米を食べない

この学会報告は米食による栄捉欠陥を指摘している。

先1188歳で亡くなられた吉岡弥生さんは，‘お米を食べ

ないのと，他人のいうことを気にかけないのが長生きの

秘訣だ-と話されたとか。こはんにお菜をそえて食べる

という考え方を根本的に改めなければならないのではな

かろうか。



4

精加と達~ 康
医学'I噸士石 尭 業

亥
“メチャク チャてござりまするがなァ " II本のI仕相をうがった、笑っては

過されぬことば一一

粕神糾院を建てる語にはスホ ンサーがおしかけるという このごろー一

この一文によって，粘神衛生に対する栄が開かれるならば半である。

人間の健版，不健康であるということはその人に病

的状態がイiるか無いかという ことに1父lするものでもな

く， また医削iの診断により決定さるべきものでもなく，

本人の粘神竹：川，心づかいで最後の断が ドされるも の

である。たとえ納的状態はあ ってもそれを克llliし，む

しろこれに感謝し貞に人間としてlj:_きがいのある人生

及び道徳4・・話 ，文化生活を込り得るならば健康とい っ

て差支え ない。肉休的には何'・(;沢状なくとも桔神的に

悩み極疫の神舒衰弱に陥り 命 をも 捨ててしまう自殺

者は極めて多い。

盲聾聞の ・ •li: ,'•'i を克服されたヘレンケラーを ，M: . 人

+貝者または柄人扱いにするこ となく 11;,!女と仰いでし、

るっヘレンケラー女史自身もまた 「",¥.ムがもし ・_,fi苦に

悩まなか ったなら神の愛を知 らなか ったであろう， ま

た両祝の慈愛を身にひしひしと感じ， 史に恩帥サリヴ

ァン 女史を通してr:mの恩を体得す る事が出米なか った

であろう。私は三重苦に悩んだればこそ神の愛を知り

両親の慈愛をひしひ しと感じ師の恩を体得する事が出

来ました。よくぞ神は私を三重苦に悩まして下さいま

した 。」 とむ し ろ =: ·i]i苦に感謝している っ さればこそ~I:

界各同を回り，視る目を持ち，聴く耳を有し語るロ

を備えた人々にまで（訊大なる激励のことばを与え得る

所以であるっ

かくの如く悪い精神竹川は命 をも 亡くし，よき枯

神作illは柄的状態を も克服 し得るも のである。人間の

精神作用は大脳皮質において行われるのであるが，好

ましからざる ものより良 き精神作用まで種々雑多があ

る。即ち不平不瀾，憤怒，心痛，後悔，怨恨等より 喜悦，

愉快，激悔，希望，感謝，報忍等々ピンからキリま で

ある。これらの精神作川がそれぞれ私達の肉体に よき

につけ悪きにつけ大いなる影響を及ぼすものである。

次に このこ とに閃し只体的に考察を加え てみよう。

怒るということは最も激烈な精神竹） !J の — · つであり

けんかを起し勝ちになる。怒ると いう感梢が私述の大

脳皮質に起りますと11¥Jllifiを通し内分泌系の中枢である

脳,,叩1本に刺戟が）~IIわり，そこから 闊lj腎悩質に行くホ

ルモンがlj:_じアドレナリンが分泌される＾このホ ルモ

ンの竹川によりけんかをするに放もよい1坊衛・体制が枢

えられるo J.!!lち身休各）外に収縮視象が視れる。1(1LW殊

に化を受け易い木柏の 1(1[ /行が収縮して 1(1Lif~が1j1j:J位1りこ

集ま って米る。 これがJ,iJ時に米る 1(1LJ1: の I・.外と相佼 っ

て，悠 ったあとに卒中や秋心l,i,,りの悲1参なる糾果を招

くことの多い）Yr以である。収縮ケイレ ンはまた気符及

び丸符女にも起 り呼吸困難 を起して米る。故にかかる

ことを累柏し ますと呼吸困難の発作を：U,'1':IKとする＇メ l

管支性ゼンソクを招米することになる。 この恥に悩ん

でいる人をみる と）ifi固な闘争咽の人に多く， 品性の邸

い人格II I 11:1:jな方に起 り得ないのは理の当然である。

またこの収縮ケイレンは消化器系統にも起って米る。

食道，胃にケイレンを起しその結果，ものが通ら ないよ

うにな ったり，食道に球がつまり上 ったり下ったりす

るといういわゆるヒ ステリ 球を感じ させることすら生

じて米 る ＾ 怒 っ ている 1:11 またはその後において \~/ ケイ

レン様のII及痛を党えるこ とのあるのはこのためである勺

更に ドって）＜腸ケイレ ンを起し使柁莉に悩むようにな

る。私述の老化視象の1政大眼因は使秘による中瓜視依

であるといわれている。修学旅行の際子供を極度に燦

張させますと便秘を起し宿便の中蒋により発熱をみる

ことの多いのは私逹のよく経験する所であるっ健康の

三大条件 としてよく 快食，快眠， 快便を挙げますが，こ

の中で私は最も根本的なものは快便であると息う。毎

朝極めて爽快に便通が整うということは消化器系統の

健在を物語り，宿便による中蒋現象を完全に防ぎ血液

は沖化され快I[もへと導き，梢化管の大掃除を して受入
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体制を整え食欲を増進し快食を満たさしめるものであ

る。賢明なお母さんは便の状態により我が子の健康状

態を察している。快便の妙味を味わい中毒現象を防止

しいつまでも若々しく健かであるために も怒る ことは

避くべきである。

更に収縮ケイレンは胆桜等にも及び怒ることを重ね

ますと胆汁の腸内分泌が悪くなり， II蒻内の異状醸酪を

起し消化障害，中粛現象を更にますようになる。 また

胆儀に1阻汁がウツ滞して胆愧災を起し，次いで胆石症

を併発し激烈な胆石痛に悩むようにもなる。胆石症が

感情の激し易い人に起るのはこのためである。

また憤怒という感情が起ると脈捕が著る しく増加し

呼吸が促迫することは私逹のよく経験することである。

脈樽は正常の一分問八十位，時には百 Ii.十から ―・泊あ

るいはそれ以上にまでなり，同時に血圧も上昇し最高

最低とも異状な翡値を示すようになる。これらのこと

がさきに述べた血管ケイレンによるJ(llt夜の不'I'均的術

環と相佼ってしばしば悲惨なる条，＼果を招くことになる

闘争憤怒等の強き感情激化の最,,-,またはその後に卒

中の発作及び狭心症，心臓マヒ芍で倒れる人の余りに

多いのはこのためであるっ艮JJち1(IL)上が異状に佑jくなり

lj酋循環に障',!cfを来し脳血管の破れたことが脳出 1(11.によ

る卒中発杵であり ，心臓を養っている冠状動脈のケイ

レンに より狭心症を起し， その出Ifrl及び動脈l紅寒か心

筋梗塞症という致命的症状を呈するのである。

かくの如く怒るという感情が自律神経系を通 して循

環及び呼吸作用に大きな影響を及ぼすばかりでなく，

更にこの神経支配を受けている消化器系統に及ぽす影

響の大なることにつき考察を試みよう。

心臓，肺，胃腸等の私達の内臓は交感神経， /,¥I]交感

神経という作用の相反する．．つの神経すなわち自律神

経の支配を受け最高顧問ともいうべき大脳皮質 （枯神

作用及ひ運動機能の最，均中枢）の統制で調和がとれている

のが」「常である。 この翡和が好ましからざ る！也1布によ

って破られるわけである。消化器系統は主．と して副交

感神経によって機能は促進され，交感神経によって抑

制され必要にして充分なる消化液の分泌が行われ，消

化，吸収，分解，合成という 一連の流れ作業が順調に

進行し，私達の血となり肉となって生命躍如としてf~t

大なる人間活動が続けられるのである。そこで心痛，

後悔，恐怖，憤怒等の不愉快な精神作用はこの正常な

る自律神経の作用を乱し，副交感神経の作mは弱まり，

交感神経の作用が尤進することになる。その結果唯液，

胄液，十二指腸液等の消化液の分泌がなくなり食欲が

減退するのである。 この際心臓の動悸が激しくなり脈

拇が増加する等の現象の現れるのは心臓に対する神経

支配が全く反対で交感神経が促進神経，副交感神経が

抑制神経として作Jr]するからである。

憤怒，恐怖等の不愉快なる感情及び惜紹の激化は消

化竹JTJを最悪の状態に陥し入れる。こうした時まず唾

液の分泌がなくなり口が乾いてしまうことは私達の経

験する所である。この事実を利用して昔印度に於ては

「米の試罪法」が実施された。即ち犯罪の疑いある人

に乾燥 した舟1女の米を与え口内 ソシャクをさ せ暫時の

後聖き無花呆の菜の上に吐かせその乾媒状態をみて罪

人を見出す法である。乾媒せる米を吐き出したならば

犯罪の発見さるるのを恐れて暉液の分泌作用が止まっ

たものと裁断を下した訳である。更に胄液，十二指II蒻

液の分泌が悪くなり梢化状態はますます悪条件とな っ

て米る ，） よく食*の際 (-{Jしを怒 っている視を見受けま

すが，人・いに反省すへきであるっ悠 った視の方はもち

ろんのこと怒られた子供の）jも唸欲に彩讐し不泊化と

なり，慢l'l='i'/11り炎の起る厭囚を柏むことになるっ感枯

を激して食巾をとるくらいならむ しろ食べずに休んで

しま った方がより生且J!的であり， より健康的である。

私逹がよく相談を受ける胄腸疾患の大半は機能的障害

であり，その原因を追求してみると不平，不灌，後悔，

詞 ,ri,t貨怒等の情緒的精神竹:Jljの糾果であると申して

も過言でない。 これに反して愉快なる感情，希望，発

展に燃えつつある心境，感謝報恩の生活等の快よい精

神作用は消化液の分泌を高め，消化管の運動を順調に

助長し消化吸収力を増大する力を有するものである。

良き！也情，望ましき精神竹川は他の如何なる健康を増

進させ る原動力よりも吏に｛が大な る）］をも っていると

いし、得る。 （木';じ）

石橋博士は医師としては珍しいコースをとった方です。

昭和十年に束京巖師数学科を卒業して奈良女高師付屈

高女に抜濯され教育者としての人生コースをたどった。

かの有名な精進道主河村理之助先生の女閉として精神

主義の信者であったが，応召中病閲におかされ永い療養

生活中，ほん然として同病者の治療に一生を捧げんと決

応，し，応召解除後千葉医大に学んだ。現在は中野駅前診

療所長と して仁術に全魂を打ち込んでいる。 （岩下）
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執JJ生活六十年
―—一盲腸炎ー―-

東大名袢教授
医学 博 士 塩田広璽

浜口首相が兇弾にたおれ，諸医が施す術なしとしている時，輸血をし

て下術に成功された話は余りにも名高い。

86歳でなおカクシャク，近く西洋でワクチン Cの講怖予定とハリキ っ

て語られるお話には壮者をしのぐ熱がこも っていた。

私は明治32年卒業以来外科の仕事を続けているが，この間

にあった二，三のことについてお話して多少でもお役に立つ

ことがあればと想、うのです。

第ーは虫垂炎（盲腸炎）の1社1頌です。今では誰でも知って

いることで， しかも大変多くある病気ですが，昔は何も判ら

なかったのですから，その成行きをお話しまし ょう。

右下腹にffriみを以って始まる病気があるが，その本

態がよくわか らなかった。が， 一般に盲II品またはその

周囲に始まる恥気と考えられて百）I蒻炎。百II蒻周囲炎 ・

百 II位外 II如炎• 印I蒻包II岱炎。百II蒻周囲糾締織炎・百II易後

壁蜂窃織炎などと称せられていたが， l肘治19年に米閃

のフイッツが虫亜炎なる名称を創めたっそれに就ても

誠論があったが，その後も虫亜炎 ・虫様突起炎・盲II易

懸垂炎などと称せられていて余り 多様な名称が与えら

れたので昭和14年に本問題に関係ある学者が集ま って

虫垂炎ということ に一致したっ今 l=fでも盲腸炎という

名で呼ばれることもある。

以前日本では何もわからなか った。私の大伯母が明治14年

に盲腸炎でウミが出来た。橋本綱常先生（子爵で，赤卜字院

長）に療治してもらうことになったが，縣薬が鎌い，局所麻

酔もなかったころだったので，何もしないで手術した。気丈

なパアサンだったが，痛いので額にかけた手拭を噛みl)Jった

ほどだ っ た。幸にそれで癒 っ たが， ―•生涯穴が出米ていて坐

浴を使っていました。

この手術の前に日本で盲腸炎が阪扱われたというこ

とがあるかと，あらゆる本をしらべたが見当らない。

ただ近藤先生のお話の中に，明治10年，近藤先生が郷

里松本に帰られた時，東京から日本一の役者が来て川

原で芝居 をした。先生のお母さんがたくさんのお客を

招待して芝居見物中に腹が痛くな ったが，ガマンして

見て帰られた。当時それは何のことかわからんまま治

療されたが， 9 日 目に II復 II~炎で亡くなられた。先生は

後で，盲腸炎だったと考えられた。

だんだん調べていくと20年ころから初めて雑誌に出

ていて30年ころまでチョイチョイ出ているが，詳しい

ことは判らず， 診た例だけが載っている。

明治32年に 日本で初めての外科学会で近藤先生が虫

様突起炎及び盲II易炎の手術という題で手術された11例

について話された。それはウ ミのひどく拡が った2,

3例はみんな死亡，局部を1mいて手術 されて助か った
例など，それが34年の雑誌に載せ られた。

34年の第 4回外科学会で宿坦担当者の仙台の山形仲

芸氏が名古屈の北川乙次郎氏と発表されたが，全!iiiに

4千通の病歴紙を配布， 実験例の記載を依粕されたが

129枚しか回収されず， その中に手術は44例しかなか

った。北川氏は自分の所で 1年間に手術した20例の報

告 をした。それから盲腸炎の問題がやかましくな って，

外科の方では手術をした方がよいというが，内科の方

では手術に反対した。

赤十字の橋本先生の所では主にアヘンを飲ませてク

レーデの軟脊 を塗る治療が主であった。間島とい う助

手が長いIM]に手術された13例を報告 している。

内科の入沢先生などは内科的に治療していよいよ困

ったら外科に回すという話であ った。

内科と外科の論争はつづいたが， I川治45年に佐膝外
たま

科の阿部咽夫先生が初めて早期手術を医f:iliと沼護婦の

5例に行った例を報告 した。

前田病院長が発病から 3時間目に手術されたことは

有名な話であったが， 44年から45年までには，盲腸炎

に対 して手術するということは外科ではきま っていた

が，内科の方では単純性のものは手術しなくても癒る

し，悪くな っているのは手術しても癒らんとい ってい
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たものである。

ところがこうした議論をしていた人はみんな白分等が発表

した通りに手術していた。私の同級の稲田君は，再発して一・

と晩おいて手術したが， もう破れそうになっていた。入沢先

生は危くなったらやるという主旨だったから，手術した時ぱ

もう破れていて大変だった。縫うことができなくて誘道して

治癒を待ったので長くかかった。私は発病後すぐ手術したが，

まことに簡iiiでその日から動いていたし12日で退院した。

その後昭和 5年ころだったが，健康増進巌害に三浦先生が

書かれた盲腸炎のと ころを見ると，

「腹がだんだん張ってきて息が苦しくなったら外科に粕んだ

らよかろう 。」とある。 私は，

「先生のおっ しゃることは聴き違いであろう。1復が張って息

が苦しくならん前に外科に頼んだらよかろうというのだろ

う。」といった。そんなことのあ....,た三浦先生は盲腸炎にはな

らなかった。

私は大正 2年に急性腹膜炎ということについて外科

学会で演説したことがある。その当時手紙を出して集

めた67名のうち腹がふくれて息が苦しくなった48名が

虫様突起盲腸から米たものであ った。そんなのはたい

てい死んだものだが，そのころからそうしたヒドイの

はパタリと減ってしまって， このごろではもう見られ

ない。

明治34年， 4千通のうち 180枚しか回答がなか った

盲腸炎の問題が，昭和10何年かに茂手木料が外科学会

で述べた時には，氏の関係している恥院で 10,000例以

上の例を集めている。

今日では盲腸炎は痛みで始まるからすぐ診断がつく

し， 手術もごく簡単である。ど この病院でも盲腸炎息

者の入っていない所はない位で，内科医の紹介なしで

も息者が直接手術してもらうために外科をおとずれる

くらいである。

従って外科医も充分注認して，かかる患者を見たら

診断に注意して，了術してはならない柄気には手術な

どしないように心懸けなければならない。

これも以前から， 多くの人が骨折ってく れたおかげ

で，虫亜炎というものがわかって，早く手術した方が

よいということが判って来たからですね。

この訪間記は 1回にまとめる予定であったが，余りにも；i煎なお話であ

り， 一時問余にわたるお話をできるだけ読者の方々へお伝えしたい念願か

ら，回を追うて載鉢することにいたします。

I 屈Ii結核の胸部整形手術・心臓手術 ・ガンの手術についての記事に，ご期

I 待下さい。 （又玉大介）

ビタミン A・Dの過剰症

ピタミンA過剰症は大正14年の高楢博士の研究以来多数の

恨告があり，動物（こ対し所要量の1000倍以上の大景のAを与

えると眼の故障脱毛 II巖鼎の変性，衰弱咋の害作用が現わ

れることが知られている。実際問題と して人休では過剌症＇ よ

稀である。古くは北極探検隊員が白熊の肝II巖を食して中需し

た記録があって， これは Aの過剰症であると推定されてい

る。近年アメリカその他でピタミン剤の流行；こともなってピ

タミンについての間述った知識から不注意に大屈のAを長期

にわたって与えたため，過刺症を起した例が見られ，過刺投

与に対する笞告が発表された。最近本邦でも A過刺症の間題

が新皿に掲載された。これ等の記事は過剌の甚作用を弥調し

ているので，一般の人にA摂取は危険だという誤解を与える

恐れがある。

最近のA過剰症の報告例をあげると 6歳の小児に1耳,El 46万

単位を6週間，また 4歳の小児に34万屯位を 2ヵ年与えた場

合に食欲不振皮内の変化肝臓の腫張などの症状を認めて

いる。また乳児に多景のAを与えて吐気，大泉門の膨隆等の

症状が報告された。

Aの過剰の害は1000~2000単位といった所要屈に比較する

と，甚しい大鼠を与えた場合に起ったものである。所要量と

有害量の間には広い安全地帯があるのて，晋通栄贅補給に用

いる場合過刺の心配はない。所要量として示されている数111'(

の数倍とったからといって効果こそあれ，悪彩聾を米す懸念

はない。現在日本においては1叶民栄if,v,'i森守で見られるよう
にAの摂取が非常に少ない。Aの過剌よりも不足の方が重要

問忍である。

ピタミン D過剰症も大術のD投り•によって起るもので， 最

近の例でクル病治療のため17J7ij1. 位のDを3ヵ月間与えて食

欲減退，吐気，ケイレン等の症状を呈 したという報告がある。

クル病，皮胄病，関節炎の治療に数十万単位のDを投与する

ことがある。かかる場合は注慈を要するが，通常栄養補給の

目的に用いられる程度の量では過剰症の危険はない。

「1本には乳幼児のクル病の少なくないことが明らかにされ

ているのて，その予防のためDの補給には注意する必要があ

る。束北大学の佐野教授の本年のピタミン学会における講油

によると，乳幼児に対する予防最低羅は低乳栄投児て400lji. 

位，混合栄投児で 800ij1. 位，人工栄投児では1000単位である咋

（河合研究所）
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都iiiと農村とは11(:l和25年ころ

を境に身長発育の状態が逆転

している。

9歳のリ｝（ばかりでなく 都IP

の身長は↑年齢を通じて・r均
1~2cm闘＜．片,,:・りも(,I;屯も

農村を上juJっている。特に山

間へき地や栄裕のとり方の低

し、地区の体位は著しく劣って

仲び悩んでいるため発育のよ

し、都iii生活者との差がますま

す多くな りつつある。この状

態が長く続けばやがて.::...:つの

児った型の1-1本人ができてく

るかも 知れなし、

休位の向上は遺伝よりも環境

環境よりも教育の力が直大で

あることは1れすまでもない。
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